
 

 

 

 

 

 

  

「断尾とバターの約束」 
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雨森 れに 



 

〈

人

物

表

〉

 

有
賀

あ

る

が 
啓 け

い

晶
し
ょ
う 

 
 

 
 

（
２
７
）
ペ
ン
シ
ョ
ン
オ
ー
ナ
ー
の
息
子 

バ
ト
ー
ル 

 
 

 

（
３
３
）
従
業
員
。
在
日
歴
６
年
の
モ
ン
ゴ
ル
人 
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１
． 

ペ
ン
シ
ョ
ン
・
啓
晶
の
私
室
（
朝
） 

ペ
ン
シ
ョ
ン
内
に
あ
る
オ
ー
ナ
ー
家
族
専
用
の
私
室
。
壁
に

は
有
賀
啓
晶
（
２
７
）
の
写
真
が
複
数
貼
っ
て
あ
る
。 

ど
れ
も
サ
モ
エ
ド
犬
の
ホ
ル
ン
と
写
っ
て
お
り
、
客
や
従
業

員
、
両
親
な
ど
も
い
る
。 

ア
ラ
ー
ム
音
。 

啓
晶
、
目
を
覚
ま
す
。 

 

２
． 

ペ
ン
シ
ョ
ン
・
外
観
（
朝
） 

ス
キ
ー
場
近
く
の
ペ
ン
シ
ョ
ン
「
ア
ル
ガ

」。 
一
面
の
雪
景
色
。
風
が
な
く
、
朝
日
に
雪
が
輝
い
て
い
る
。 

 

３
． 

ペ
ン
シ
ョ
ン
・
玄
関
（
朝
） 

啓
晶
、
ド
ッ
グ
フ
ー
ド
入
り
の
エ
サ
入
れ
を
持
っ
て
い
る
。 

歓
迎
看
板
を
確
認
。
予
約
な
し
に
軽
く
頷
く
。 

ダ
ウ
ン
を
着
て
外
へ
。 

 

４
． 

ペ
ン
シ
ョ
ン
・
駐
車
場
（
朝
） 

止
ま
っ
て
い
る
車
は
一
台
の
み
。
先
ほ
ど
着
い
た
様
子
。 

啓
晶
、
鼻
歌
を
歌
い
な
が
ら
横
断
。 

ペ
ン
シ
ョ
ン
の
裏
側
へ
。 

 

５
． 

ペ
ン
シ
ョ
ン
・
倉
庫
・
外
（
朝
） 

大
型
の
倉
庫
。 

啓
晶
、
鼻
歌
を
歌
い
つ
つ
扉
を
開
け
る
。 

エ
サ
入
れ
を
落
と
す
。 

雪
の
上
に
ド
ッ
グ
フ
ー
ド
が
散
ら
ば
る
。 

 

６
． 

ペ
ン
シ
ョ
ン
・
倉
庫
・
室
内
（
朝
） 

大
型
の
石
油
ス
ト
ー
ブ
が
焚
か
れ
て
い
る
。 

啓
晶
、
ホ
ル
ン
に
顔
を
埋
め
て
い
る
。 

バ
ト
ー
ル
（
３
３
）
が
倉
庫
に
入
っ
て
く
る
。 

啓
晶
の
横
に
し
ゃ
が
み
、 

バ
ト
ー
ル
「
こ
こ
で
は
、
死
ん
だ
ら
ど
う
す
る
？
」 



 2 

啓
晶
、
そ
の
ま
ま
の
体
勢
で
答
え
る
。 

啓
晶 

「
燃
や
す
か
埋
め
る
」 

バ
ト
ー
ル
「
そ
れ
は
人
じ
ゃ
な
く
て
？
」 

啓
晶 

「
ペ
ッ
ト
も
一
緒
」 

バ
ト
ー
ル
「
じ
ゃ
あ
ホ
ル
ン
は
ど
っ
ち
に
す
る
？
」 

啓
晶
、
キ
ッ
と
顔
を
あ
げ
る
。 

啓
晶 

「
ま
だ
決
め
て
な
い
し
、
バ
ト
ー
に
は
関
係
な
い
」 

と
、
バ
ト
ー
ル
が
バ
タ
ー
の
箱
を
持
っ
て
い
る
の
に
気
づ
く
。 

啓
晶 

「
な
に
、
そ
れ
。
ど
う
い
う
こ
と
？ 

ホ
ル
ン
を
食
べ
る
わ
け
？
」 

啓
晶
、
ホ
ル
ン
を
抱
き
寄
せ
る
。 

バ
ト
ー
ル
、
慌
て
て
手
を
振
る
。 

バ
ト
ー
ル
「
違
う
違
う
。
モ
ン
ゴ
ル
の
、
犬
が
死
ん
だ
ら
あ
げ
る
や
つ
」 

啓
晶 

「
俺
に
く
れ
る
っ
て
こ
と
？
」 

啓
晶
、
手
を
差
し
出
す
。 

が
、
バ
ト
ー
は
そ
れ
を
押
し
返
す
。 

バ
ト
ー
ル
「
そ
れ
も
違
う
。
ホ
ル
ン
が
あ
っ
ち
で
食
べ
物
に
困
ら
な
い
よ
う

に
だ
か
ら
」 

啓
晶 

「
へ
ぇ
。
モ
ン
ゴ
ル
に
も
そ
う
い
う
概
念
あ
る
ん
だ
」 

バ
ト
ー
ル
「
モ
ン
ゴ
ル
で
は
、
犬
は
人
に
生
ま
れ
変
わ
る
っ
て
信
じ
て
る
。

だ
か
ら
、
そ
れ
ま
で
お
腹
が
空
か
な
い
よ
う
に
ね
」 

啓
晶 

「
じ
ゃ
あ
俺
も
犬
だ
っ
た
の
か
も
。
バ
タ
ー
好
き
だ
し
」 

バ
ト
ー
ル
「
俺
も
犬
だ
っ
た
と
思
う
」 

啓
晶 

「
バ
ト
ー
ル
の
バ
タ
ー
茶
、
お
い
し
い
も
ん
な
」 

啓
晶
、
ホ
ル
ン
を
見
る
。 

啓
晶 

「
人
間
に
な
っ
て
帰
っ
て
く
る
か
？
」 

バ
ト
ー
ル
「
モ
ン
ゴ
ル
み
た
い
に
す
る
？
」 

啓
晶 

「
モ
ン
ゴ
ル
は
燃
や
す
？ 

埋
め
る
？
」 

バ
ト
ー
ル
「
そ
の
ま
ま
で
腐
ら
せ
る
」 

啓
晶 

「
そ
れ
は…

…

日
本
だ
と
ど
う
な
ん
だ
ろ
。
埋
め
る
じ
ゃ
だ
め
？
」 

バ
ト
ー
ル
、
肩
を
す
く
め
る
。 

バ
ト
ー
ル
「
郷
に
入
っ
て
は
郷
に
従
え
」 

啓
晶 

「
そ
れ
、
バ
ト
ー
が
よ
く
言
わ
れ
て
る
や
つ
じ
ゃ
ん
」 

バ
ト
ー
ル
、
に
や
り
と
笑
う
。 

啓
晶
、
つ
ら
れ
て
笑
い
、
肩
の
力
を
抜
く
。 
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啓
晶 

「
さ
っ
き
は
関
係
な
い
っ
て
言
っ
て
、
ご
め
ん
」 

バ
ト
ー
ル
「
い
い
よ
。
問
題
な
い
」 

バ
ト
ー
ル
、
バ
タ
ー
の
箱
を
ど
う
す
る
？
と
掲
げ
る
。 

啓
晶
、
手
を
伸
ば
す
。 

 

７
． 
雪
原
（
朝
） 

倉
庫
か
ら
少
し
離
れ
た
場
所
。 

啓
晶
と
バ
ト
ー
ル
が
歩
い
て
い
る
。 

ふ
た
り
は
赤
い
ソ
リ
を
引
い
て
お
り
、
そ
こ
に
は
ホ
ル
ン
が

寝
か
さ
れ
て
い
る
。
ホ
ル
ン
の
足
元
に
は
雪
と
バ
タ
ー
の
箱
。 

啓
晶 

「
な
ん
で
バ
タ
ー
溶
け
て
ん
だ
よ
。
ど
こ
入
れ
て
た
ん
だ
よ
」 

バ
ト
ー
ル
「
胸
の
ポ
ケ
ッ
ト
」 

バ
ト
ー
ル
、
自
身
の
胸
を
指
さ
す
。 

バ
ト
ー
ル
「
車
の
中
で
は
助
手
席
」 

啓
晶 

「
っ
て
こ
と
は
一
時
間
以
上
あ
っ
た
め
て
た
わ
け
ね
」 

バ
ト
ー
ル
「
す
ぐ
お
茶
に
な
る
」 

啓
晶
、
う
ん
ざ
り
し
た
顔
。 

ふ
た
り
は
小
高
い
丘
を
目
指
す
。 

足
と
ソ
リ
の
跡
を
残
し
な
が
ら
。 

 

８
． 

丘
（
朝
） 

ス
キ
ー
場
か
ら
離
れ
た
場
所
。 

頂
上
に
は
木
が
数
本
。
風
が
雪
を
散
ら
す
。 

啓
晶
、
木
の
根
元
に
ホ
ル
ン
を
置
く
。 

線
香
を
取
り
出
し
、
点
火
。
雪
に
刺
す
。 

ホ
ル
ン
に
手
を
合
わ
せ
る
。 

ゴ
リ
ゴ
リ
と
い
う
音
。 

啓
晶
、
顔
を
あ
げ
る
。 

目
の
前
に
赤
い
雫
が
垂
れ
、
ホ
ル
ン
の
尾
が
落
ち
る
。 

啓
晶 

「
何
で―

―

」 

啓
晶
、
バ
ト
ー
ル
を
見
る
。 

バ
ト
ー
ル
の
手
に
ナ
イ
フ
が
あ
る
。 

思
わ
ず
掴
み
か
か
る
。 

啓
晶 

「
何
で
尻
尾
切
っ
た
ん
だ
よ
！
」 
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バ
ト
ー
ル
「
人
に
な
る
た
め
」 

啓
晶 

「
は
っ
？
」 

バ
ト
ー
ル
「
尻
尾
あ
る
ま
ま
人
に
な
っ
た
ら
困
る
」 

啓
晶 

「
尻
尾
が
あ
る
人
間
な
ん
て
い
ね
ぇ
よ
！ 

戻
せ
よ
！ 

か
わ
い
そ

う
だ
ろ
！
」 

啓
晶
、
バ
ト
ー
ル
を
強
く
揺
さ
ぶ
る
。 

バ
ト
ー
ル
、
啓
晶
と
ホ
ル
ン
を
交
互
に
見
る
。 

申
し
訳
な
さ
そ
う
に
、 

バ
ト
ー
ル
「
ご
め
ん
。
モ
ン
ゴ
ル
み
た
い
に
し
た
い
の
か
と
思
っ
て
た
」 

啓
晶
、
は
っ
と
し
て
手
を
緩
め
る
。 

バ
ト
ー
ル
「
戻
せ
な
い
。
ご
め
ん
」 

啓
晶
、
バ
ト
ー
ル
か
ら
離
れ
る
。 

啓
晶 

「
俺
の
ほ
う
こ
そ
ご
め
ん
。
な
ん
か
、
今
日
ダ
メ
だ
わ
」 

バ
ト
ー
ル
「
問
題
な
い
。
ケ
イ
ド
ゥ
に
確
認
し
な
か
っ
た
俺
が
悪
い
」 

啓
晶 

「
や
、
埋
め
る
ま
で
は
モ
ン
ゴ
ル
式
で
や
り
た
い
っ
て
言
っ
た
の
俺

だ
よ
？ 

バ
ト
ー
は
悪
く
な
い
」 

バ
ト
ー
ル
、
少
し
考
え
て
、 

バ
ト
ー
ル
「
ど
っ
ち
も
悪
い
。
ホ
ル
ン
の
た
め
に
な
ら
な
い
」 

啓
晶
、
ホ
ル
ン
と
尻
尾
を
見
下
ろ
す
。 

線
香
が
消
え
て
し
ま
っ
て
い
る
。 

啓
晶 

「
そ
う
だ
な
」 

啓
晶
、
線
香
に
火
を
点
け
よ
う
と
す
る
。 

が
、
風
に
煽
ら
れ
う
ま
く
点
か
な
い
。 

諦
め
、
バ
タ
ー
の
箱
を
取
り
出
す
。 

バ
ト
ー
ル
、
バ
タ
ー
を
貰
い
、
一
口
サ
イ
ズ
に
切
る
。 

ホ
ル
ン
の
口
に
く
わ
え
さ
せ
、
囁
く
。 

バ
ト
ー
ル
「
い
い
人
に
な
っ
て
戻
っ
て
こ
い
。
ま
た
一
緒
に
過
ご
そ
う
」 

啓
晶
、
歯
を
食
い
し
ば
る
。 

上
を
向
く
。
青
空
。 

 

９
． 

回
想
・
丘
（
昼
） 

夏
の
青
空
。
丘
は
植
物
に
覆
わ
れ
て
い
る
。 

緑
の
中
を
駆
け
る
白
い
犬
。
ホ
ル
ン
で
あ
る
。 

ホ
ル
ン
、
止
ま
っ
て
こ
ち
ら
を
見
る
。 
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黒
い
瞳
と
鼻
が
呼
ん
で
い
る
か
の
よ
う
。 

啓
晶
、
走
り
出
す
。 

ホ
ル
ン
、
啓
晶
に
飛
び
つ
く
。 

啓
晶
、
倒
れ
る
。 

ホ
ル
ン
に
舐
め
ま
わ
さ
れ
る
。 

 

（
回
想
終
了
） 

 

１
０
． 

丘
（
昼
） 

雪
の
上
で
動
か
な
い
ホ
ル
ン
。 

啓
晶
、
ホ
ル
ン
を
撫
で
る
。 

何
度
も
撫
で
、
ゆ
っ
く
り
と
抱
き
し
め
る
。 

バ
ト
ー
ル
、
静
か
に
見
守
る
。 

啓
晶
の
嗚
咽
。
徐
々
に
大
き
く
な
る
。 

バ
ト
ー
ル
、
啓
晶
を
ホ
ル
ン
か
ら
離
す
。 

啓
晶
、
首
を
振
る
。 

啓
晶 

「
人
間
じ
ゃ
な
く
て
も
い
い
。
戻
っ
て
き
て
ほ
し
い
」 

バ
ト
ー
ル
「
ケ
イ
ド
ゥ
、
そ
れ
は
無
理
だ
」 

啓
晶 

「
わ
か
っ
て
る
。
わ
か
っ
て
る
け
ど…

…
」 

啓
晶
、
顔
を
覆
う
。 

バ
ト
ー
ル
、
切
っ
た
尾
を
ホ
ル
ン
の
頭
の
上
に
置
く
。 

バ
ト
ー
ル
「
尾
を
切
る
の
は
、
役
割
が
な
く
な
る
か
ら
。
犬
の
役
割
が
な
く

な
れ
ば
、
家
族
に
な
れ
る
」 

啓
晶
、
バ
ト
ー
ル
を
見
上
げ
る
。 

啓
晶 

「
家
族…

…

？
」 

バ
ト
ー
ル
「
将
来
、
ケ
イ
ド
ゥ
の
家
族
と
し
て
戻
っ
て
く
る
。
だ
か
ら
、
待

て
ば
い
い
」 

啓
晶
、
ホ
ル
ン
を
見
る
。 

ホ
ル
ン
は
安
ら
か
な
顔
を
し
て
い
る
。 

啓
晶
、
「
待
っ
て
る
よ
」
と
呟
く
。 

が
、
強
風
が
吹
き
、
声
は
か
き
消
さ
れ
る
。 

 

１
１
． 

丘
（
昼
） 

十
年
後
。 

緑
の
中
を
駆
け
ま
わ
る
子
供
と
啓
晶
。 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

お
わ
り 


